
森
本
市
議
は
、
井
原
市

議
会
十
二
月
定
例
会
で
、

九
日
に
九
項
目
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
「
太
陽
光

発
電
装
置
の
設
置
者
に
補

助
制
度
を
」
と
市
長
の
考

え
を
聞
き
ま
し
た
。

瀧
本
市
長
は
、
「
二
十

一
年
度
か
ら
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
装
置
の

設
置
の
補
助
開
始
に
向
け

て
詳
細
を
検
討
し
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
み
袋
の
有
料

化
に
つ
い
て
、
日
本
共
産

党
が
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
た
結
果
、
返

信
者
の
７
０
％
が
反
対
の

意
思
表
示
を
し
て
い
る
。

こ
の
市
民
の
生
の
声
を
無

視
し
て
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
と
迫
り
ま
し
た
が
、

市
長
は
、
あ
く
ま
で
実
施

す
る
態
度
に
終
始
し
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
美
星
国
保

診
療
所
は
、
二
年
後
に
旭

川
荘
の
医
師
が
居
な
く
な

り
診
療
が
で
き
な
く
な
る

問
題
を
取
り
上
げ
、
事
態

改
善
の
提
案
も
し
な
が
ら
、

な
ん
と
し
て
も
こ
の
事
態

を
回
避
す
る
努
力
を
す
る

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
区

公
民
館
に
常
勤
者
の
配
置

を
求
め
、
佐
藤
教
育
長
か

ら
前
向
き
な
答
弁
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

石
井
市
議

は
、
十
日
に

三
項
目
の
質

問
を
行
い
ま

し
た
。

石
井
市
議

は
、
「
井
原

あ
い
あ
い
バ

ス
の
運
行
ル
ー

ト
や
回
数
を

見
直
し
、
市

周
辺
部
の
高

齢
者
の
足
を

確
保
し
て
は
」

と
、
市
長
の

考
え
を
聞
き

ま
し
た
。

瀧
本
市
長
は
、
「
今
回

の
ご
提
案
も
含
め
て
、
今

後
も
常
に
利
用
状
況
な
ど

も
見
極
め
、
適
宜
、
見
直

し
を
行
い
、
効
果
的
で
利

便
性
の
高
い
運
行
を
目
指

し
て
行
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
上
水
道

の
基
本
水
量
を
下
回
る
世

帯
が
か
な
り
有

る
の
で
、
こ
の

基
本
水
量
を
引

き
下
げ
、
（
利

用
者
の
）
水
道

料
金
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
て
は
ど

う
か
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
経
営
状
況

は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
安
定
経
営
と
は

言
え
な
い
状
況
。
一
市
一

水
道
の
実
現
を
図
る
た
め

芳
井
町
の
「
統
合
水
道
施

設
整
備
計
画
」
の
見
直
し

の
検
討
を
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
料
金
体
系
を
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

川上 武徳議員◆企業誘致について

佐藤 豊議員◆定額給付金について ◆岡山県財政構造改革プランについて◆改正ＤＶ防止法について

◆妊婦健診の無料化について ◆緊急保証制度について

佐能 直樹議員◆平成２１年度予算編成の基本的な考え方について ◆家庭ごみ有料化について

森本 典夫議員◆ごみ有料化反対という多くの市民の声を無視してなぜ実施するのか ◆井原市立美星国保

診療所について、今後の診療所の運営と医師確保の方針は ◆岩手県遠野市の助産所の視

察で、今後、井原市でも実施できそうですか ◆子どもの医療費無料の該当年齢を中学卒

業まで拡大しては ◆国保の保険証未交付世帯のうち、中学生以下の子どもがいる世帯に

は保険証の交付を ◆市内全域の太陽光発電装置設置者に対する補助制度の充実・拡大を

◆地区公民館に常勤者の配置を ◆市の嘱託、臨時職員を職員として採用を ◆井原市立

高等学校の環境の整備・改善と充実を

谷本仲弥議員◆国保人間ドックについて ◆県道下御領井原線について◆大江町地すべり事業について

石井 敏夫議員◆生活保護世帯など生活困窮者に福祉灯油を実施しては ◆井原あいあいバスの運行をさら

に拡充しては ◆水道料金の細分化について

大滝文則議員◆合併後４年間の評価について

鳥越孝太郎議員◆公共下水道整備の促進と受益者負担金制度について ◆税金や公

共料金の支払方法の多様化（コンビニ支払い）について

宮地俊則議員◆子育て支援対策への積極的な取り組みについて ◆子守唄の里高

屋駅へのエレベーター設設置について

井口 勇議員◆井原市立美星国保診療所並びに特別養護老人ホーム「星の郷」の指定管理辞退申し出の

経過と今後の対応について
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２００８年（平成２０年）井原市議会１２月定例会での質問議員の項目

設

置

者

に

補

助

太 陽 光
発電装置

来

年

度

か

ら

実

施

井原あいあいバス

ル ー ト や 回 数
見 直 し を 提 言

１２月市議会で、ごみ出しの際、
指定袋（有料）を使用することを義
務づける議案が可決されました。
日本共産党の森本ふみお、石井敏

夫の２議員だけが、ごみ袋を有料化
する条例の改悪に反対しました。

ごみの有料化決まる



６月９月12月３月６月10月12月３月６月９月12月３月６月９月12月

水野　忠範 ○ ○ ○ ○ 4
内田美千子 ○ ○ ○ ○ ○ 5
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
森下  金三 ○ ○ ○ ○ ○ 5
田辺　隆則 ○ ○ 2
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ ○ 5
佐能  直樹 ○ ○ ○ ○ ○ 5
三宅  康之 ○ 1
石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
谷本　仲弥 ○ ○ ○ 3
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ ○ 5
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7 8 11 15 10

議   　    　　長

辞　   　  職

議       長

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年 発言

回数

平成20年

日
本
共
産
党
井
原
市
委

員
会
（
森
本
典
夫
委
員
長
）

が
十
月
三
十
日
井
原
市
役

所
で
瀧
本
市
長
に
「
平
成

二
一
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
要
望
書
」
を
提

出
（
写
真
左
）
し
、
内
容

の
説
明
を
お
こ
な
う
な
ど

約
４
５
分
に
わ
た
っ
て
懇

談
し
ま
し
た
。

こ
の
要

望
は
、
日

本
共
産
党

が
、
新
年

度
の
予
算

編
成
が
始

ま
る
今
の

時
期
に
、

毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
の
度
は
１
２
４
項
目

の
市
民
の
意
見
・
要
望
を

文
書
に
し
て
手
渡
し
「
新

年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

採
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

２００８年(平成２０年)１２月２５日 井 原 民 報（第１１１号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本・石井市議の

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時
ところ

日本共産党市議団事務所 井原町103
でんわ

６２－６２００ (党市議団事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)
６２－４６６７ (石井 敏夫宅)

師
走
に
入
り
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
今
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
民
い
じ
め
の
自
公
政
治
は
、
麻
生
首
相
に
な
っ
て
一
段
と

迷
走
を
続
け
、
国
民
の
多
く
が
苦
し
ん
で
い
る
雇
用
、
社
会
保

障
、
食
と
農
業
な
ど
の
諸
問
題
が
、
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
国
政
で
も
井
原
市
政
で
も
、
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
、
格
差
社
会
と
貧
困
の
広
が
り
を
是

正
し
、
地
域
経
済
と
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き

奮
闘
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
二
月

井
原
市
議
会
議
員

森
本

典
夫

井
原
市
議
会
議
員

石
井

敏
夫

党

井
原
支
部
長

西
山

省
三

井原市議会１２月定例会で平成２０年度の一般
会計補正予算（１億８,１６０万円の追加）他５会
計の補正予算など１３議案が提案され、すべて原
案通り可決されました。一般会計の歳出（支出）
の主なものをお知らせいたします。

●３,７００万円・・戸籍関係の電算システム更新委託

● ４８６万円・・市議選(４月１９日投票)準備経費

●1,００３万円・・事務費、人件費特定検診のシステ

ム改修費、ソフトの購入（国保事業会計へ）

●1,３９０万円・・事務費、包括支援事業への繰り出

し(介護保険事業会計へ)

● ８８２万円・・いきいきデイサービス委託料

●３,２５０万円・・私立保育園保育実施委託料

●３,０００万円・・指定ごみ袋(264万枚)、ボランティ

ア袋(２万枚)ガイドブック(２万枚)の印刷費等

● ４４８万円・・公共下水道事業特別会計繰出金

●２,０００万円・・小学校６棟（芳井小：普通教室棟、

大江小：南校舎、青野小：教室棟、出部小：管

理教室棟、稲倉小：教室棟、野上小：体育館）

の耐震補強計画作成委託料

● ６３０万円・・中学校３棟（木之子中：特別教室

棟、芳井中：普通教室棟、美星中：体育館）の

耐震補強計画作成委託料

日
本
共
産
党
が
市
長

に
要
望
書
を
渡
す

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

●
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条

件
の
確
保
に
関
す
る
請
願

・
・
採

択

●
消
費
税
の
増
税
反
対
に
関
す
る
請
願

・
・
不
採
択

●
消
費
税
の
増
税
反
対
に
関
す
る
陳
情

・
・
不
採
択

消
費
税
の
増
税
に
反
対
す
る
と
い
う
内
容
の
請
願

と
陳
情
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
の
森
本
ふ
み
お
議
員

と
石
井
敏
夫
議
員
の
二
人
は
採
択
す
べ
き
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
す
べ
て
の
議
員
は
不
採
択
に

し
ま
し
た
。


